
 

R３年度～R4 年度 社会文教委員会の活動 

 

 

 １ 管内視察  

※ 飯田市内の委員会関連施設等を視察。毎年４月～５月に実施 

○Ｒ３年度 

 新型コロナ集団接種会場、耐震化大規模改修事業（認定こども園ビバチャイルド）、

鼎図書館移転事業、よって館天龍峡、ＩＣＴ推進教育事業及びエアコン、トイレ（三

穂小学校）、文化財保護活用課移転事業（上郷考古博物館）、史跡恒川官衙遺跡 

 

○Ｒ４年度 

 地域福祉推進事業（南信濃福祉の里事業）、放課後子ども教室設置運営事業（遠山郷

子ども広場）、恒川史跡公園清水エリア、文化会館耐震補強事業（舞台裏、壁等）、信

州大学教職大学院南信州サテライトキャンパス 

 

 ２ 管外視察  

※ 飯田市外で調査研究活動に関連する自治体施策等を視察。 

毎年６月～７月に実施 

○Ｒ３年度 

 コロナ禍の影響により中止 

○Ｒ４年度 

 千葉県柏市「フレイル予防事業」 

      「長寿社会のまちづくり ～豊四季台プロジェクト～」 

 東京都北区「あるきたポイント事業」 

 東京都東大和市「東大和元気ゆうゆうポイント事業」 

 

 

 ３ 行政評価  

※ 政策、施策及び事務事業について妥当性、達成度や成果を判定 

する取り組み 

※ 飯田市議会は７月から９月にかけ、総合計画「いいだ未来デザ 

イン 2028」にかかる基本目標と事務事業を評価している 

※ 基本目標 13 のうち半数の７つが当委員会の所管分となり、令和 

４年度はそのうち 3つの基本目標について評価した 
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Ｒ３年度分評価の社会文教委員会分科会関係分から一部抜粋 

 

 基本目標５ 「文化・スポーツを通じて人と地域の輝き・うるおいをつくる」 

  → 概ね妥当。生徒数減少に伴う部活動の存続や地域移行といった今後の部活

動のあり方が課題となっている 

 

 基本目標７ 「『市民総健康』と『生涯現役』をめざす」 

  → 概ね妥当。市民自ら健康づくりに関心を持ち行動することが大切である。

フレイルの周知など市民の意識づくりが必要である。 

  ・高齢者健康づくり事業 

   → 「フレイル」の意味や考え方を広く市民に知ってもらう方法を検討し、

戦略的な周知に努められたい。 

   → 自身の健康維持に対するインセンティブ提示などを検討されたい。 

 

基本目標８ 「共に支え合い、自ら行動する地域福祉を充実させる」 

  → 概ね妥当。“地域コミュニティのあり方”が目標達成に大きな影響を与え

る。コロナ禍が地域コミュニティに与えた影響は大きく、まずは実態把握

と対策が求められる。 

  ・重層的支援体制整備事業 

   → 初年度としては妥当であり、評価できる。令和３年度において関係組織

と連携し「福祉まるごと相談窓口」を開設して個々の相談者に適切に対

応したことを評価する。 

 

参考資料 

 

飯田市高齢者福祉計画・介護保健事業計画より 


